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ら検討した。男児 A の分析では、男児 A が身体的にも心理的にもジャンベとの距離を縮め、楽器との関係を次第に安定させ
ていく様子が確認され、また「聴く」ことが叩く行為に関連している可能性が示唆された。女児 B においては、早い段階か
ら楽器との関係が安定しているように見えたものの、手の動きに細やかな変化が起きており、次第に叩き方が洗練されてい
たことや、他者の存在が行為を継続するための要因となっていることが分かった。 
本研究の結果から、幼児が探索的に楽器とかかわることの意義は以下の 3 点にまとめられる。すなわち（1）楽器を身近
なモノにすること、（2）楽器と安定した関係を構築すること、（3）「聴く」ことと関連しながら音への関心を育むことで
ある。幼児期の探索によって育まれるこうした学びは、音楽的な学習においても不可欠なものであり、この結果は楽器を探
索することが音楽学習の根幹を支えるものとなり得ることを示している。本研究は、探索的な経験と幼児の学びとの結びつ
きを連続的に見つめる視点に立つことで、音楽学習の萌芽とも言うべき幼児期の学びを発見し、探索的経験の意義を実証し
た。 
（総合審査結果の要旨）  
 
本論文は、幼児の身近な環境の中にあり、幼児がかかわりをもつ機会の多いモノのひとつである楽器に着目し、楽器と
探索的にかかわる幼児の行為を縦断的に観察、分析することを通して、幼児の探索的行為の意義を明らかにしようとするも
のである。 
まず第1章では、発達や身体性に関する隣接諸科学の研究動向、具体的には、アフォーダンス、ダイナミック・システム
ズ・アプローチ(DSA)、タウ理論という3つの研究動向を踏まえ、それらを音楽教育学的に捉え直し、リサーチクエスチョン
や新たな研究の視点を提示した。続く第2章では、幼稚園での自由遊びの時間に楽器とかかわる幼児の行為を縦断的に観察
し、対象児2名の行為の様子や変容について、事例を挙げつつ定性的な検討を行った、さらに第3章では、「ジャンベを手で
叩く」という特定の行為に焦点化し、ジャンベとの位置関係、手の動き、叩く行為の発現回数、音の響きの4点から対象児
の行為を分析した。結果、幼児が探索的に楽器とかかわることの意義として、①楽器を身近なモノにすること、②楽器と安
定した関係を構築すること、③ 「聴く」ことと関連しながら音への関心を育むこと、という3点を提示し、音楽学習の萌芽
とも言うべき音楽の学びにつながる探索的経験の意義を実証した。 
本論文を評価できる点として、まず、研究の着眼点が挙げられる。従来、幼児の音楽教育研究分野においては、音楽的
な能力や技能面、 教授法やカリキュラム開発といった観点からの研究が多い。反面、 環境構成とのかかわりから探索的経
験の意義や価値を明らかにしようとする研究はきわめて少ない。その意味で、発達や身体性に関する研究動向を踏まえた本
論文の着眼点には新奇性がある。また、音の響きのみならず、 身体の動きそのものに着目した点も独創的である。 
さらに、長期にわたってフィールドワークを継続し、その観察結果をていねいに分析、検討している研究の方法・手続
きについても高く評価できる。幼児の姿が生き生きと描かれた行動資料に基づく本論文は、実証的な研究のひとつのモデル
となる可能性をもっている。 
ただし、解決しなければならない課題も残されている。 300 頁以上の膨大な資料に比較すれば、理論構築や結論の部分
はまだ十分とは言えない。事例分析から抽象化に向け、より掘り下げた考察と記述が求められる。研究動向として取り上げ
た新しい理論枠組みと観察の分析結果との関係性についての記述も不十分と言わざるを得ない。音楽的能力などの用語の概
念規定、親察対象となった幼児を選択した理由に関しても、 もう少し詳細な記述が必要である。 
とは言え、これまで音楽教育学分野においてほとんど取り上げられなかった幼児の探索的行為に焦点化し、縦断的な観察
を通してその意義を明らかにしようとした本論文は、幼児の身体性や音楽的な学び に着目した貴重な基礎研究と位置付け
られる。課程博士の学位取得にふさわしい内容をもつものと評価し、合格とする。 
 
